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身を守ることを最優先に                       

 昨年は、この時期あまり雨が降らず、気温も高かったために「暑さ指数」を気にしながら学校

生活を送っていたように思います。今年は気温の急激な上昇がなく、そこそこ雨も降り、台風に

よる臨時休校が６月に出てしまうのも台風の発生や進路が以前と変わってきているからでしょう

か。気象情報を早めに集め、子供たちの安全をしっかり確保できるよう努めてまいります。  

 天気の話が続きますが、今年はスーパーエルニーニョが発生すると言われています。気象庁

は、すでにエルニーニョ現象が発生していると見られるという報道発表をしています。私もエル

ニーニョ現象を詳しく説明できませんが、「東部太平洋の赤道付近で海面水温が平年より高い

状態が半年以上続く現象」であり、この現象が起こると、世界各地の雨の降り方や気温が変わ

り、日本や世界で異常気象が起こりやすくなると言われています。丁度日本列島に向かって進

路をとるような海域で台風が発生する可能性が例年より高いということでしょうか。スーパーエ

ルニーニョ現象は、９月以降に発生すると予測されています。「スーパーエルニーニョ」という表

現は公式な用語ではなくマスコミ等が使うことが多いようですが、暑さと台風に気をつけなけれ

ばならないことは間違いなさそうです。学校は、大雨や台風接近等の対応や子供たちへの指導

をしっかり行ってまいります。ご家庭におきましても、安全確保についての話題や先を見通した

対応等をお子様と共有していただけると幸いです。 

 自然災害から身を守ることと同様に、交通安全にも気をつけてほしい

です。先日、「相次ぐ小中高生の交通事故」という見出しで新聞に交通

事故の多さに関する記事が出ていました。小学生の交通事故の傾向と

して、 

・中高生に比べて歩行中の事故が多い 

・学年が上がるにつれて、歩行中の事故より自転車走行中の事故の割合が増える 

の２点がみられます。歩行中の事故の半数が通学時に起こっているというデータもあるそうで

す。学校でも、交通安全教室の実施や日々の注意喚起によって意識を高めています。先日登下

校の見守りボランティアの「ひまわり会」の定例会の際には、佐倉警察署の警察官の方から

「自転車の安全な乗り方」等のお話を聞きました。道路交通法の改正により、自転車の危険行

為の罰則が強化されたことなど、自転車と自動車の両方の安全確保が求められています。ルー

ルがなかなか広く知れ渡っていないなと思うところもありますが、自転車は「軽車両」という車

両です。小学生が自転車で走行する場合の特例もあることはありますが、車の仲間であるとい

うことを自覚して安全に乗り、自分と周りの人の身を守ってほしいです。 

 

 

http://www.school.city.sakura.chiba.jp/sakura-es/


【７月の行事予定】 

３ 金 読み聞かせ（低学年）  

８ 水 読み聞かせ（高学年）  

1３ 月 4 時間日課（給食あり） 13：10 下校  個人面談① 

1４ 火 4時間日課（給食あり）  13：10下校   個人面談②  給食終了 

1５ 水 4時間日課（給食なし）  11：45下校  大掃除  個人面談③ 

1６ 木 4時間日課（給食なし）  11：45下校  個人面談④ 

1７ 金 4 時間日課（給食なし） 11：45 下校  全校集会  

２１ 火 夏季休業日（～８月３１日）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆道路の渡り方について 

①道路を渡るときは「止まる・待つ・見る」を心掛けよう。 

②信号のある横断歩道では、青信号でも一度止まって左右を見て渡る。  

   （自動車用信号が赤でも、無理やり通ろうとする自動車がときどきいます。）  

   子供たちの視野は大人の７０％（６歳の場合）ともいいます。登下校時は、ひまわり

会の皆さんが子供たちの安全を見守ってくださっていますが、自分の命を自分で守る

ためにも、道路の歩き方や自転車の乗り方に気を付けるよう、ご家庭でも話をしてい

ただければと思います。 

 

☆校内への自動車の乗入れについて 

   お子さんの送迎等で校内へ乗用車を乗入れている場面が見られます。登下校時は、多くの児童が

校門周辺を通ります。特に、雨の日は傘をさしているため危険が増します。児童の安全確保のため、

登下校時の時間帯には、乗用車での校内の立入をご遠慮いただきますよう、お願いいたします。  

また、登下校時以外でも、校内への乗入れ時は、徐行をお願いいたします。  

なお、事情があり、乗用車での送迎が必要な場合は、学校までご相談ください。  

 

 

 

 

お知らせ・お願い 

☆印…スクールカウンセラー

〇印…多様な学びの相談員

月 火 水 木 金

1 2 3

6 7 8 9 10

13 14 15 16 17

20 21 22 23 24

27 28 29 30

７月カウンセラー・相談員 
の勤務日について 



☆学童について 

   マチコミでもお知らせしましたが、佐倉小学校内学童保育所をご利用の保護者の皆様にお願い申し

上げます。現在、児童本人から口頭で利用変更等の申し出がある場合が見受けられますが、連絡の確

実性に課題があり、適切な対応が難しい状況が生じております。  

つきましては、学童保育に関する欠席や利用変更等のご連絡は、学童専用の連絡ツール「安心でんし

ょばと」をご利用いただき、必ず保護者の方から直接ご連絡くださいますようお願いいたします。なお、来

週の月曜日より、学童に関する連絡は情報の一本化を図るため、学校への連絡帳でのご連絡は原則不

要といたしますので、ご承知おきください。 

あわせて、お子様にも、学童を利用するか否かを確実にお伝えいただきますようお願いいたします。  

  

 

 

佐倉消防署の方を講師に、教職員全員で救急法の研修会を行いました。水泳指導が始まる前に、万

が一の水の事故に備え、毎年行っているものです。心肺蘇生訓練用の人形を意識のない人と想定し、意

識の確認や胸骨圧迫、AED の使用方法等を確認しました。６月３日（火）から水泳指導が始まりました

が、事故のないように万全を期した上で学習しました。 

 

 

 

有志の方々が、図書ボランティアとして、低学年・高学年へ

の月１回の読み聞かせや、図書室の環境整備のために活動

してくださっています。読み聞かせは、朝の１０分ほどの短い時

間ですが、図書ボランティアの方の抑揚のある読み聞かせを、

どの学年の子供たちも本の世界に入って、興味深そうに聴いていました。 

また、図書室前の掲示板には図書ボランティアの皆さんが作成してくださ

った掲示物がはられ、季節を感じさせてくれています。 

 

 

 

講師をお招きし、３年生全員でリコーダーの基本的な演奏の仕方を教えていただきました。子供たちは、

講師の先生のお話や演奏を真剣に聴いていました。これから、音楽の授業でリコーダーを学習していくこと

が楽しみです。 

 

 

学校に不審者（職員の指示に従わない、大声を出して威嚇する、刃物を持っている等）が侵入したことを

想定した避難訓練を行いました。子供たちの安全を守るため、放送で全校に不審者侵入を知らせ、各教室

では、机と椅子を入り口周辺に積んで、簡単なバリケードを作ります。不審

者が確保され安全が確認されたら、子供たちは体育館またはグラウンドに集

合することになります。どの学年も素早くバリケードを作り廊下からできるだ

け見えないように身を隠しました。廊下から見ると、教室の２カ所の入り口か

らは、積んである机や椅子が見え、子供の姿はほとんど見えませんでした。不

審者の行動を制限するため、職員がさすまたで対応する想定もしています。 

救急法研修会 5/25（月） 

３年リコーダー講習会 6/5（金） 

不審者対応避難訓練 6/12（金） 

図書ボランティア 



 

 

 

 第１回家庭教育学級が行われました。今回は、有機米をテーマにし、昨年度と同様に「春和のぞみ様」を

講師に迎え、実施しました。有機米を試食したり、お米の栄養について学んだりしました。また、普段食してい

る白米のおいしい炊き方について教えていただきました。環境問題や食の課題などの内容にも触れ、「食べ

ることの意義」を考える良い機会となりました。家庭教育学級の２回目は秋頃を予定しています。皆様、是非

ご参加ください。 

 

 

「まごころ風景」  

ボランティアで、毎朝、校門に立ち「挨拶運動」をしてくれている児童

がいます。 

自ら、やった方が良いと判断し、率先して行動できる力があることは、

素晴らしいことだと感じます。 

挨拶はコミュニケーションの基礎です。「佐倉小子供たちは挨拶をよく

してくれる」という言葉も聞かれます。その要因の一端はこうした活動か

らきているのかもしれません。 

 

 

もうすぐ、子供たちが楽しみにしている夏休みです。全員が笑顔で元気に夏休み

を迎えられるようにしていきたいです。 

家庭教育学級 6/23（火） 


